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講演内容講演内容

1. 業界シャトルの存在意義

2. スターシャトルの利用目的

3. スターシャトルの概要と実績

4. スターシャトルの成果
－ スターシャトル活用デザイン数と発表論文数 －

5. 進化するスターシャトル設計環境

6. スターシャトルのご利用案内
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業界シャトルの存在意義業界シャトルの存在意義 ①

■半導体試作サービスの分類
□ 量産のプロトタイプ試作 ： 半導体メーカ,ファウンダリが運用
□ 研究･検証用試作 ： コンソーシアムが運用 (所謂 “業界シャトル“, ビジネス性不問が特徴)

■業界シャトルとは
･研究･教育機関,ベンチャーをも対象とする半導体試作の機会提供．
･多くのサポータによる標準プラットフォーム技術を利用した設計環境の整備,普及．
･広範な半導体研究･開発者の参加による半導体業界の活性化．

■世界の業界シャトル
･1980年代初頭より各国で次々に設立され,
10～25年の実績がある．

･研究･教育機関と産業界相互の連携により,
各国の半導体産業の発展に寄与．

■日本初の業界シャトル"スターシャトル"
･2003年にプロセス担当の旧ASPLA(先端SoC基盤 技術開発),設計担当のSTARCが,主要半導体メーカ5社*

の支援で90nm試作サービスを開始．
･2005年10月より,全ての窓口をSTARCに移管し,継続運用中．

* 富士通, 松下電器産業, NECエレクトロニクス, ルネサステクノロジ, 東芝

米国 MOSIS(1981～)

仏 CMP (1981～)

カナダ CMC(1984～)

台湾 CIC(1992～)

韓国 IDEC(1995～)

欧州 EURO-PRACTICE (1995～)

日本 STARC(2003～)
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スターシャトル活用の利点 ②

研究的試作に！
「試作のみ×少数チップ」にも対応

ビジネス製品などの試作は、
量産会社を推奨
（まずは半導体5社にご相談ください）

開発フェーズ
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研究 基盤技術 製品開発

素
子

製
品

モ
ジ
ュ
ー
ル

差異化IPの標準プロセス検証に！
複数 準拠Fabに展開容易
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スターシャトルの利用目的分析スターシャトルの利用目的分析 ②

■顧客の試作目的用途

回路技術検証, IPのプロセスポーティング, 設計手法検証等の研究開発目的が多い．

【設計手法】 13%

【解析手法】 11% 【素子研究】 9%
【回路技術】 47%

【IP/CPUコア】 20%

ノイズ/SI解析

回路ばらつき評価

設計メソドロジー開発

設計ツール,フロー検証

Tr基板効果特性，RF Tr特性

インダクタ,バラクタ性能評価 メモリ回路の高速,低電力化

アナログ回路の高速,低電圧化

オンチップ高速信号伝送回路

IPの90nmプロセスポーティング

■学会発表

51%が論文投稿(全顧客), 内大学は59%が論文発表．

【VLSIシンポ】 14%
【ISSCC】 10%

【CICC】 7%

【A-SSCC】 2%

【その他】 18%

【投稿なし】 49%

STARC調査2006年6月 ユーザ回答ベース
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スターシャトルの概要スターシャトルの概要 ③

■スターシャトル試作方式

◆相乗りによる割安な試作費
＊2.5mm□はゲートアレイ並みの価格

◆柔軟なチップサイズ
＊5mm□、2.5mm□ 他

◆研究用途向けオプションサービス
＊条件振り、サンプル増量、パッケージ手配代行

◆信頼できる品質
＊シャトル運行実績： 20便以上

＊顧客デザイン実績： 250件以上

◆デザインハウス設計サポート
＊ターン･キー･サービス型

＊設計委託型

■スターシャトルの特徴

ス
タ
ー
シ
ャ
ト
ル

90nmプロセス

レチクル

多面付

A社 B社 C社

300mm

ウエハ

相乗り

5mm□

2.5mm□
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スターシャトル活用デザイン数と発表論文スターシャトル活用デザイン数と発表論文数数 ④

2007年学会

大学の

デザイン数

0

15

30

'04/下 '05/上 '05/下 '06/上 '06/下

50

100

発表論文数

CY2004 CY2005 CY2006

0
2

21

3

7

26

白抜： 全ユーザ発表論文

着色： 大学発表論文（内数）

IEICE

A-SSCC

ISCAS

ESSCC

VLSI

CICC

ISSCC

IEICE（査読なし）

－2006/7月STARC調査－

（10月時点）

累積数→

累
積
（
折
れ
線
）

半
期
（
棒
グ
ラ
フ
）

← スターシャトル活用

半期デザイン数

>100件見込

FY
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⑤何故スターシャトルは研究･開発に適しているのか何故スターシャトルは研究･開発に適しているのか

■国内初の90nm試作サービス
･先端プロセス技術による実シリコン検証を,他に先駆け実現．

■コンソーシアムとしてのオープン性
･カスタム設計のため,顧客へデザインマニュアルを公開．
･ライブラリの使用は無償．

■実験を可能とする弾力的な設計ルールの運用
･実験的なデバイス実現のためのレイアウト･ルール違反は,自己責任で許容．
･但し,ウエハ上の隣接チップに影響を与える違反は“Final GDS Checker”で摘出．

■進化を続ける設計環境
･90nm標準プラットフォーム技術のオープン性をベースに,企業や大学等と連携した新たな共通テク
ノロジ立上げが進行中．

･最近のトピックス
- 2006年6月 ：SILVACO社とのPDK(Process Design Kit)開発．
- 2006年11月 ：大学との共同研究によるRF-CMOS素子の開発と,SILVACO社/PDKへの組込み．
- 2007年1月 ：JEDAT社/α-SX用PDKの開発．
- 2007年1月 ：次世代Spiceモデル“HiSIM”のSILVACO/PDKへの組込み． 等

現状では,スターシャトルによる実証を一度経験すると,ほとんどのお客様がリピータとなります．
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スターシャトル用設計環境の進化スターシャトル用設計環境の進化 ⑤

チップ
レベル

トランジスタ
レベル

･EDAライブラリ拡充
(STARCAD-21対応)

･PLLモジュール

･カスタムモジュール
設計用LPE

(Layout Parameter
Extractor) 

･アナログモジュール設計用
SILVACO社/PDK

(Process Design Kit) 

･RF-CMOSデバイス
追加開発

(インダクタ, バラクタ) 

基本ライブラリ

･プリミティブ
･CMOSレベルI/O
･メモリコンパイラ

デジタル アナログ

フィードバック

クライアント系

シ
ャ
ト
ル
顧
客(

大
学)

クライアント系関連会社, 開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

及
び

サ
ー
ド･

パ
ー
テ
ィ

･カスタム設計用
JEDAT社/PDK
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スターシャトルの設計環境スターシャトルの設計環境 ⑤

基本ライブラリ* &
EDAライブラリ

設計検証ツール
DRC/LVSSoC設計

カスタム回路検証

デバイス実験

アナログIP設計

RF-CMOS領域設計

設計容易なデザイン

キットを使いたい

チップ設計は専門家

に任せたい

Cadence & Synopsys対応
Signal Integrity考慮

Calibre対応

デザイン･マニュアル

アナログ設計ガイド

インダクタ(2.5/5GHz)

バラクタ(Accumulation/PN接合型)

SILVACO社 PDK (Process Design Kit)

JEDAT社 α-SX用 デザインキット

設計デザインハウス紹介

ターン･キー･サービス型/設計委託型

アナログ設計向け

強力なレイアウト設計機能

クリーンなGDS

･デバイス仕様

･レイアウトルール
･Spiceモデル 等

･電圧/温度依存性

･素子精度
･MIM/CI容量,BIP例 等

【チップ仕様】

【設計方法】

* 基本ライブラリ

･プリミティブ･ライブ ラリ

(Multi-Vth方式)

･I/Oライブラリ

･メモリ･コンパイラ5種

(SP&DP-SRAM,   

SP&DP-RF,ROM)

･PLL(VCO周波数:1GHz)

･IPはベンダーを紹介

お客様のニーズ STARC設計環境

■多様な顧客ニーズに対応した設計環境とサービス
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スターシャトルのホームページ紹介スターシャトルのホームページ紹介 ⑥

URL: http://www.starc.jp/starshuttle/ShuttleTop.htm
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スターシャトルの運行計画スターシャトルの運行計画 ⑥

■2007年のスターシャトル運用計画

12月
（A-SSCC）

06/
1 2 312

07/

スターシャトル
運行計画

GDS

締切

納入

予定

4月
（ISSCC）

Generic版

試作中

Generic版

計画中

済

（2/E）

（4/2）

（6/E）

4 5 6 7

7月
（VLSIｼﾝﾎﾟ）

Generic版

計画中

（7/2）

（9/E）

8 9 10 11

11月
（CICC/A-SSCC）

Generic版

計画中

（11/1）

（08/1/E）

この便で試作する
と目的の学会に間
に合います．

是非,スターシャトルの活用をご検討下さい．
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ご清聴ありがとうございました！

STARCは、国内初の90ｎｍシャトル試作サービスを

広くユーザに展開し、実績をベースにしたサポートを

実施して参ります。

スターシャトルのお問い合せ先

http://www.starc.jp/starshuttle/ShuttleTop.htm
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